
2026卒の方は、
マイナビ2026から▼

中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を
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？
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か
ら
ざ
る
の
状
、
件
の
如
し

観（
１
３
５
２
年
）

應
三
年
癸
辰
十
二
月
廿
三
日

　
　
　
　
　
　
　
光
幹
　
判

　

南
北
朝
時
代
に
山
田
郷
（
真
壁

町
東
山
田
）の
田
在
家（
屋
敷
な
ど

の
課
税
単
位
）の
権
利
を
持
っ
て
い

た
光
幹
が
、美
濃
国
小
木
曽
庄（
長

野
県
南
木
曽
町
）の
田
在
家
と
交

換
し
た
こ
と
を
証
し
た
文
書
で
す
。

　

光
幹
は
熊
野
那
智
大
社
の
鎌
倉

末
期
の
古
文
書
に
「
常
陸
國
真
壁

地
頭
」
と
あ
り
、
恩
賞
を
得
て
美

濃
国
に
移
っ
た
真
壁
氏
の
一
族
と

み
ら
れ
、
交
換
相

手
は
当
時
の
真
壁

本
家
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

南
木
曽
町
に
は

真
壁
氏
の
氏
神
で

あ
る
鹿
島
神
社
が

今
も
残
り
ま
す
。

加波山囃子保存会

久原ひょっとこ保存会

真壁光幹置文写（資料館蔵「文書之写」）

歴
史
資
料
館
だ
よ
り

史
資
料
館
だ
よ
り

文
化
財
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

No.109
教育委員会文化財課
文化財グループ
（�☎58-5111･75-3111代表）

　

真
壁
文
書
の
中
か
ら
12
月
に
書

か
れ
た
古
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　
常
陸
國
真
壁
郡
山
田
郷
内
、

ね
も
と
の
弥
次
郎
入
道
が
在
家

一
宇
、
田
一
町
、（
中
略
）
光
幹

永
代
知
行
の
所
と
い
え
ど
も
、

遠
所
た
る
の
間
、
美
濃
國
小
木

曽
庄
下
保
舊
田
の
忍
阿
弥
陀
仏

の
給
分
の
在
家
一
宇
、
田
五
反

に
相
博
申
す
也
、
子
々
孫
々
に

至
り
、
か
の
田
在
家
に
お
い
て

は
一
塵
も
違
乱
の
煩
い
あ
る
べ

　

市
に
は
多
く
の
文
化
財
が
あ
り

ま
す
が
、
建
物
や
仏
像
な
ど
形
が

あ
る
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
風
俗
や
習
慣
、
技
術
な
ど
、

長
く
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
も

貴
重
な
文
化
財
の
一
つ
で
す
。

　

本
年
度
は
ひ
な
ま
つ
り
期
間

に
、
市
内
で
継
承
さ
れ
て
い
る
伝

統
的
な
お
囃
子
や
踊
り
、
人
形
浄

瑠
璃
、
能
な
ど
の
団
体
が
一
堂
に

会
す
る
「
桜
川
市
伝
統
民
俗
芸
能

の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

各
地
区
で
の
祭
礼
と
は
別
に
行
わ

れ
る
公
演
会
で
、
各
団
体
が
順
番

に
伝
統
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。

十
二
月
の
古
文
書
か
ら

第
12
回
伝
統
民
俗
芸
能
の
つ
ど
い

　

各
団
体
で
は
、
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、

興
味
を
持
っ
た
伝
統
芸
能
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
令
和
７
年
２
月
16
日

（
日
）
９
時
30
分
～
12
時
（
９
時

開
場
）

■
会
場
／
真
壁
伝
承
館

■
問
合
先
／
文
化
財
課
（
真
壁
伝

承
館
内
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）


